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福井県丹生山地の中新統国見層から産出したワニ目の歯化石
八田　真毅*・中川登美雄**

Crocodilian tooth from the Miocene Kunimi Formation, Fukui Prefecture, Central Japan

　Naoki HATTA* and Tomio NAKAGAWA**

（要旨）　福井県福井市の丹生山地に分布する前期～中期中新統国見層からワニ目の歯化石を産出し
た．ワニ目化石の産出は当時の環境が熱帯ないし亜熱帯環境にあったことを示す証拠の一つとして重
要である．
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１．はじめに

　2010年末から2011年初めにかけて福井県福井市国
見で耐震性貯水槽新設工事のため，道路が掘削され，
新第三系中新統国見層が露出した．ここでは1980年
代の道路工事に伴い，多くのGeloina stachiやVicarya 

yakoyamaiに代表されるマングローブから干潟の化石
群集が産出した（中川，1989；Nakagawa, 1998）．今
回，これらの貝化石と共に，ワニ目の歯化石が発見さ
れた．この歯化石は，著者の一人である八田により発
見されたもので，1本の落脱歯で科以下の分類は不明
だが，当時の温暖な古環境を示唆する重要な資料であ
る．

２．産出地点の地質と化石の産状

　福井県福井市国見周辺は新第三系中新統の国見層が
分布する．国見層はGeloina stachiやVicarya yokoyamai

などのマングローブから干潟の貝化石（中川，1989，
2002；Nakagawa, 1998）や花粉化石（山野井，1992）
が産出し，16.5～16.0 Maの熱帯海中気候を含む前期
中新統末から中期中新統初頭にかけての地層である．
このほか，国見層からは甲殻類化石（柄沢・中川，
1992；Karasawa and Nakagawa, 2010）や脊椎動物
としてはProboscidea目のゾウの大腿骨（冨田・安野，
1993），シカ（Amphitraglus? sp.）の右下顎骨，距骨，
橈骨，尺骨など（竹山，1989），スッポン科の背甲（白
竹・水野，1980）などが報告されている．
　化石産出地点（図1）は鹿野ほか（2007）の地質図では，
国見層に挟まれる火砕岩鍵層であるK9とK10に挟まれ

る層準である．岩相は主に生物擾乱の発達した砂質泥
岩からなり薄い泥岩を挟んでいた．ワニ目の歯化石は
砂質泥岩から産出した．共産した化石の中ではVicarya 

yokoyamaiが目立ち，Cerithideopsilla yatsuoensis, Striarca 

elongata, Geloina stachi, Cultellus izumoensisなどの貝化
石のほか，甲殻類化石のCallianassa sp. の大鉗脚も多
産した．Vicarya yokoyamaiは幼殻から成殻までが産出
し，一部の個体には溶食痕（岡本・松尾，1994）が見
られた．Striarca elongata, Cultellus izumoensisは両殻で
層理面と斜交して産出する現地性の産状で産出する個
体が見られた．Geloina stachiは特定の層準に両殻また
は片殻で多産した．これらのことからワニ目の歯化石
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図1．ワニ目化石の産出地点．地形図は国土地理院発行の
1/25,000「鮎川」を使用した．
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が産出したのはマングローブから干潟の堆積相であ
る．

３．化石の記載

ワニ目　科，属，種は不明
Crocodylia family, genus and species indeterminate

（図2）
標本番号：FCMNH-GF9324
保管場所：福井市自然史博物館
採 集 者：八田真毅
　歯冠部の一部ならびに歯根部がわずかに保存された
標本である（図2）．歯の最大長は約36 ㎜で歯冠は基
部で太く，最大径は16.4 ㎜ +である．頬側面の左側は，
採集時に破損したものである．歯冠には主軸と平行な
条線が見られ，頬側面右縁部の1本は他と比べて強く
肋状になる．頬側面の主軸はゆるく舌側へ曲がる．頬
側面ならびに観察される側面の歯冠の表面は弱い皺が
見られるが，基部付近ではほとんど目立たなくなる．
　歯は本来円錐状の断面を持つが，舌側面は縦方向に
大きく欠け，平面状である．このことと歯冠内部に堆
積物が充填されていることから脱落歯の可能性が高
い．

４．考　察

　これまで前～中期中新世のワニ目歯化石は岐阜県瑞
浪市の瑞浪層群（Okazaki, 1975），滋賀県の鮎河層群（大
八木，2003），広島県の備北層群（畑瀬，1997），福井
県の内浦層群下層（中川・曽和，2011）， 石川県の七尾
層（野村ほか，2001）から報告されているほか，兵庫
県香住町の八鹿層からワニ目の可能性のある歯が報告
されている（安野，2005）．また，他の部位としては，

瑞浪層群から鱗板骨（Tomida, 2013）が報告されている．
さらに佐賀県の野島層群（犬塚ほか，2009）からはワ
ニの歯ならびに足跡化石が，島根県の古浦層（河野ほ
か，2010），兵庫県の八鹿層（安野，2005；岡村ほか，
2005），石川県の縄又層（岡村・高橋，1999）からワ
ニの足跡化石が報告されている（図3）．
　ワニ目の現生種の分布は北緯35度以南，南緯33度以
北の亜熱帯から熱帯に生息し，現在の日本には生息し
ていない（小林・江口，2010）．したがって，前期中
新世末～中期中新世初頭（16.5～16.0 Ma）の熱帯海
中気候を裏付ける有力な証拠の一つと考えられるが，
ワニ化石は歯や部分骨では詳細な分類が不明なため，
産出しても報告されないことも多いと推察される．
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図2．福井県国見層から産出したワニ目の歯化石．
a. 頬側面，b. 近心または遠心面，c. 舌側面，d. 近心または遠心面．

図3．日本の新生代中新世におけるワニ類化石の分布．
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Crocodil ian tooth from the Miocene Kunimi 
Formation, Fukui Prefecture, Central Japan
Naoki Hatta and Tomio Nakagawa

Abstract
　The crocodilian tooth is described from the late Early 
to early Middle Miocene Kunimi Formation of the Niu 
Mountain in Fukui Prefecture, Central Japan. The 
occurrence of the crocodilian fossil demonstrates tropical 
to subtropical paleoenvironments in the depositional area 
in the early Miocene.

Key words：Crocodilian tooth，late Early to early 
Middle Miocene, Kunimi Formation, Fukui Prefecture




